
会議録 

会議の名称 令和 2 年度 第 2 回社会教育委員の会会議 

開催日時 令和 2 年 12 月 25 日（金）15:00～15:41 

開催場所 イイヅカコミュニティセンター 2 階 展示ホール 

出席委員 
小田原 嘉朋、後藤 直巳、竹川 克幸、山本 和生、仲野 優子、 

花岡 夏子 

欠席委員 楢原 理香、井上 節子、下見 頼子、梅野 政則 

事務局職員 

生涯学習課長、文化課長、 

生涯学習課長補佐兼中央公民館長、生涯学習係長、中央公民館・図書

館係長、穂波交流センター長、筑穂交流センター長、庄内交流センタ

ー長、頴田交流センター長、事務局担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 15:00 

 

２ 委員紹介及び委嘱状交付 

  任期満了に伴う委員改選により、新たに社会教育委員に就任した

10 名に委嘱状を交付。新委員については以下の通り。 

 

  ・山本 和生委員 飯塚市社会教育委員条例第 4 条に定める「学

校教育関係者」に該当 

  ・仲野 優子委員 飯塚市社会教育委員条例第 4 条に定める「社

会教育関係者」に該当。飯塚文化連盟より推薦 

  ・後藤 直巳委員 飯塚市社会教育委員条例第 4 条に定める「社

会教育関係者」に該当。飯塚市スポーツ協会より推薦 

  ・井上 節子委員 飯塚市社会教育委員条例第 4 条に定める「社

会教育関係者」に該当。飯塚市婦人会より推薦 

  ・楢原 理香委員 飯塚市社会教育委員条例第 4 条に定める「社

会教育関係者」に該当。飯塚市子ども会指導者連絡協議会より

推薦 

  ・小田原 嘉朋委員 飯塚市社会教育委員条例第 4 条に定める「社

会教育関係者」に該当。NPO 法人飯塚市青少年健全育成会連絡協

議会より推薦 

  ・竹川 克幸委員 飯塚市社会教育委員条例第 4 条に定める「学

識経験者」に該当 

  ・下見 頼子委員 飯塚市社会教育委員条例第 4 条に定める「家

庭教育の向上に資する活動を行う者」に該当。飯塚市小中学校

PTA 連合会より推薦 

  ・梅野 政則委員 公募委員として選出 

  ・花岡 夏子委員 公募委員として選出 
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３ 教育委員会あいさつ（生涯学習課長）・職員紹介 

  本日は令和 2 年度 2 回目の会議であるが、先ほどの委嘱状交付に

より、新たな任期で社会教育委員として本市の社会教育行政にお力

添えをいただくこととなる。飯塚市は教育の基本理念を「本物志向・

未来志向のひとづくりのために」と定めており、自己や社会の未来

を自らの力で創造していく、次代の飯塚市を担う人材育成を目指し

ているところである。 

  さて、前回の会議から約 6 か月が経過したが、新型コロナウイル

スは収束するどころか感染が拡大している状況となっている。この

ような先行きの見通せない社会・経済状況だからこそ、その状況に

柔軟に対応できるよう生涯学習・社会教育の推進がより一層必要だ

と考えている。 

  今後の本市の社会教育がどのようにあるべきか、様々な分野から

ご意見をいただければと思う。 

 

 事務局職員による自己紹介 

 

４ 委員長・副委員長選出 

  社会教育委員の会運営規則第２条のとおり、委員長・副委員長の

立候補を伺う。立候補者なしのため、事務局推薦のもと以下の通り

決定 

  委員長…小田原 嘉朋委員 

  副委員長…楢原 理香委員 

 

５ 議題 

（１）令和 2 年度 教育部事業進捗状況について 

事務局より、配布資料に基づき生涯学習課・文化課の事業を説明 

  ●生涯学習主管事業 

  ・「放課後子ども教室推進事業」 

   事業開始に至る経緯及び開始時期、延べ開催数 

  ●中央公民館・図書館係 

  ・「成人式」 

   コロナ禍での開催形態 

  ・「公民館等サークル」 

   昨年度１０月及び今年度１０月時点でのサークル数、サークル

生数の比較 

  ●文化課主管事業 

  ・「旧伊藤伝右衛門邸公開事業」 

  国の重要文化財に指定 
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【質問及び意見】 

委員：コロナ禍における飯塚市の事業のなかでオンライン、リモート

を利用して対応した事業があれば教えてほしい。 

 

生涯学習課長補佐：オンラインの講座については、穂波交流センター 

で試行的に実施している。それ以外では、社会教

育の分野から少しずれるが、まちづくり協議会の

事業でオンライン講座を実施している。また、来

年の 3 月に、立岩交流センターでまちづくり協議

会のオンライン講座を予定している。そういった

形で徐々に展開している。 

 

委員：嘉穂劇場が飯塚市に移管されると思うが、分かる範囲で現状を

教えていただきたい。 

 

文化課長：12 月に行われた議会においても嘉穂劇場について質疑が 

あっている。その中で市長が飯塚市、地域にとって嘉穂劇

場は残すべき財産と答弁している。NPO が現在管理をしてい

るが、そちらの方から飯塚市へ正式に書面をもって申し入

れがあった場合は協議を進めていく、また、今後の運営や

活用方法については、関係者と協議しながら最大限努力し

ていくとも答弁しているので、今後協議が進んでいくと考

えている。 

 

委員：質問ではなく意見として、コロナ禍における来年度の事業の見

通しが必要になると思う。オンライン講座など早めに手を打つ

必要があると思うので、よろしくお願いしたい。 

 

生涯学習課長補佐：オンラインについては、全市的な形での整備が進

んでいない、パソコンが不足しているというのが

現状である。先ほど申し上げたまちづくり協議会

の事業は、まちづくり協議会所有のパソコンで事

業を実施している。しかし、本市の情報政策課を

介して web 会議システム等の整備を進めているの

で、今後そういったシステム等を活用して事業が

できないか検討していきたい。併せて、来年度の

事業については、資料で提示している現在進行し

ている事業は来年度も進めていくと考えている。

現在中止になっている事業についても、改めて協

議をしながら計画を立てていくこととしている。 
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委員：デジタルミュージアム整備事業について、県宿泊税交付金活用

事業とあるが、どういった形でどれくらいの補助があるのか教

えていただきたい。 

 

文化課長：本年度実施した、伊藤伝右衛門のパノラマビューの整備、

歴史資料館と伊藤伝右衛門邸に Wi-Fi の設置に県宿泊税交

付金を活用した。単年度の交付金である。 

 

委員：この交付金でなくてもよいが、学校教育も含めこの分野はもっ

と整備をすすめていただけたらと思う。 

 

（２）令和 2 年度 生涯学習体系について（抜粋） 

  今回が改選後初めての社会教育委員の会であり、新任の委員もい

るため、この体系を作成するにあたった経緯を以下の通り説明。 

 （作成にあたる経緯） 

 平成 18年 3月の 1市 4町合併以降現在までほぼ同じ事業が継続さ

れている。どの事業も内容の固定化・硬直化が見られ、参加数の減少

や運営スタッフの高齢化が進むなど課題が生じている。 

また、地区公民館が交流センターに移行したことに伴い生涯学

習・社会教育関連事業の運営方法等についても一部変更が生じている

ことから、現在実施されている事業を市民のライフステージに応じて

体系的に整理し、効果的に事業を実施するため平成 30 年度から生涯

学習体系を作成し年度ごとに更新している。 

  

 上記説明ののち、資料のとおり体系（案）を提示。今年度更新予

定箇所の説明を行う。 

 ●課題・問題点にオンライン化対応の遅れ及びその対応を追記 

 

【質問及び意見】 

委員：電子図書導入に向けて、来年度の予算要求はどのくらいされた

のか教えていただきたい。 

 

中央公民館・図書館係長：昨今の社会状況を鑑み、市民の皆様がわざ

わざ来館されなくても、手軽に図書が借り

られるよう電子図書導入に向けて予算要求

を行ったが、今回は見合わせとなっている。 

 

委員：電子図書は、まだまだ市民の方が使えるサービスになっていな

いと感じている。導入をしても市民の方が使えない、教育には

使えない現状があると思うので注意していただけたらと思う。 
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（３）社会教育関係団体の登録について 

  配布資料に基づき、事務局より説明。前回の社会教育委員の会会

議時に登録申請があった分は 7 月 1 日付で登録決定済み。今回は 11

団体目の「地球っ子ネットワーク運営委員会」、12 団体目の「飯塚レ

クリエーション研究会」から申請があっている。登録については、

本会議において意見を聴取し決定する。登録の有効期間は、本日以

降の決定の日から一年間となる。 

   

【質問及び意見】 

意見無し。 

 

（４）各種研修会について 

  資料に基づき事務局より説明。今年度の各種研修会の経過等を報  

告  

  ●筑豊地区市町村社会教育委員研修会 

   新型コロナウイルス感染拡大により中止 

  ●第 50 回九州ブロック社会教育研究大会沖縄大会 

   現地参加せず、オンラインによる大会参加 

 

【質問及び意見】 

委員：九州ブロック社会教育研究大会沖縄大会をオンデマンドで視聴

したが、映像を見るだけでは寂しく、研修会に参加した実感が

なかなか湧かないという感想を持った。 

 

（５）その他 

  事務局より、新型コロナウイルス感染拡大のため社会教育委員の

成人式来賓案内見合わせの説明 

 

【質問及び意見】 

委員：市 YouTube チャンネルで動画配信とのことだが、当日も含め後

日でも視聴できるのか。 

 

中央公民館・図書館係長：当日、後日でも視聴できるようになってい

る。 

 

生涯学習課長補佐：補足する。当日は LIVE 配信をする。その後、アー

カイブ配信をすることとしている。市 HP で調べて

いただければ視聴できるようになっている。   

 

６ 閉会 15:41 



 

会議資料 

・会議次第 

・飯塚市社会教育委員・教育委員会名簿 

・令和 2 年度 教育部事業進捗状況について 

・令和 2 年度 生涯学習体系について（抜粋） 

・社会教育関係団体の登録について 

・各種研修会について 

公開・非公開の別 １ 公開   2 一部公開   3 非公開 （傍聴者０人） 

その他 

（非公開理由等） 

 

 

 


